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研究成果の概要（和文）：本研究は、多様な価値や利害が存在する社会において、特に話し合いに着目して、葛
藤解決をもたらすための共通の基盤の形成過程とその要件を検討することを目的とした。本研究では、複数の下
位集団を内包する上位集団が存在する重層的な社会構造を想定し、個人と下位集団、上位集団の利益がそれぞれ
対立している入れ子型の社会的ジレンマを基本的な枠組みとしたゲームを開発、実施した。人々は、同じ価値や
利害を持つものとの話し合いで結論を得ることを優先し、異なる立場にあるメンバーとの話し合いを保留し、話
し合いが人々の関心を内集団としての下位集団に向かわせうる可能性が示された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research was to examine the formation process and 
requirements for a common ground to resolve conflicts in a society with diverse values or interests,
 focusing on communication. Assuming a multilayered social structure with a global group that 
encompasses multiple subgroups, this study developed and implemented a game with the basic framework
 of a nested social dilemma in which individuals, subgroups, and the interests of the global group 
are in conflict with each other. It was shown that people prioritize reaching a conclusion through 
discussions with those who have the same values or interests, and withhold discussions with those 
who are in different positions, and that discussions may direct people's attention toward the 
subgroups as an ingroup.

研究分野： 社会心理学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、社会的ジレンマ状況において協力をもたらす頑健な効果を持つコミュニケーションに着目し、個人と
下位集団、上位集団の利益がそれぞれ対立している入れ子型の社会的ジレンマにおいて、コミュニケーションが
人々に与える影響を検討した。入子型の社会的ジレンマにおいては、集団間が対立しているとは限らず、より大
きな集団全体にとっての利益が大きくなる選択肢が存在しているものの、人々のコミュニケーションが内集団に
向かう可能性について検討することで、社会における共通の理解構築に向けたコミュニケーションを設計する必
要性を示唆した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
話し合いは社会における葛藤を解決するために、非常に有効な手段であり、様々な問題解決に

用いられている。個人の利益と社会の利益が葛藤する社会的ジレンマにおいても、コミュニケー
ションは人々を集団に対する協力行動へと導き、このことは実験室やフィールドでの研究で数
多く示されている (Dawes, Alphons, Kragt, &Orbell, 1990; Dawes, McTavish, & Shaklee, 
1977; Orbell, Van de Kragt, & Dawes, 1988; Ostrom,1992; Baliet, 2009)。しかし、コミュニケ
ーションがなぜ協力をもたらすのかというメカニズムはまだ明らかではない点もあり、また、実
際の問題解決を考えた際にはコミュニケーションが常に協力をもたらすわけではないことも慎
重に検討する必要がある。例えば、非協力行動に焦点を当てた話し合いでは相互協力が達成され
ないこと (Deutsch, Epstein, Canavan, & Gumpert, 1967)や、競争的な動機づけをされた場合
には、参加者は非協力行動についての内容ばかりを話題にし、協力率が低下すること(Deutsch, 
1958,1960)が明らかにされており、コミュニケーションによって葛藤をより深刻なものにする
可能性が存在している。 
現代は、年齢、性別、社会階層や言語、文化といったものから価値、役割、利害のように人々

が互いに異なる背景をもち、そうした人々が互いに協力して社会が成立している。こうした多様
な人々からなる社会においては、人々の間の違いは時として葛藤をもたらす。話し合いを行うに
も、互いの知識や情報、それらを判断する価値、そして利害によって、コミュニケーションの成
立が妨害されうる。そのため、情報伝達の前提であり、コミュニケーションを行うもの同士の知
識や心理状態、さらには人々の価値観といった共通の基盤が形成され、それに基づいたコミュニ
ケーションを可能とする必要がある。これまでの実験室実験における社会的ジレンマ研究は、集
団成員が均質であることを前提としており、参加者間で自身が置かれた状況についての知識や
その状況での心理状態に大きな差異は生じにくく、共通の基盤は確立されており、コミュニケー
ションに齟齬が生じることは少ない。しかし、人々の価値や利害が異なる多様な人々からなる社
会においては、人々の間にさまざまな差異が存在するため、共通の基盤に基づいたコミュニケー
ションが困難となる。ときに、そうした差異にあわせたコミュニケーションを行うで、差異をよ
り強調され、葛藤の深刻化をまねくことにもなりえる。本研究では、人々が知識や情報、価値が
異なる人々といかに共通の基盤を築き、葛藤解決のための話し合いが行われる過程を検討する。 
 
２．研究の目的 
本研究は、多様な価値や利害が存在する社会において、特に話し合いに着目して、葛藤解決を

もたらすための共通の基盤の形成過程とその要件を検討することが目的である。個人の利益追
求は、必ずしも社会全体の利益にはつながらない。こうした利害葛藤の解決のために、話し合い
を通じて、個人、そして社会にとって望ましい共通目標を形成・共有する必要がある。しかし、
人々の差異は、話し合いにおける互いの差異を浮き彫りにし、葛藤状態を深刻なものにしかねな
い。そのため、それぞれが事前に持っている価値にとらわれず、共通の基盤を形成する必要があ
る。本研究ではゲーミング・シミュレーション（以下、ゲーミング）を用い、人々が与えられた
社会構造やルールを自分なりに解釈し、自身の行動や社会の仕組みを変化させながら既存の枠
組みにとらわれずに創造的に問題に取り組み、目標に向かう過程を検討する。 
 
３．研究の方法 
本研究では、シミュレーション＆ゲーミング（以下、ゲーミング）を用いて検討する。ゲーミ

ングとは、現実世界の要素を抽出し、その制約の中でプレーヤーが役割や目標を持ち、活動し、
相互作用することで社会全体のシステムをシミュレートするものであり、要因を厳格に統制す
るのではなく、関連し合ったまとまりとして捉えることによって、複数要因の相互作用までも結
果の帰結に対して影響を与えるものとして検討するため(Shubik, 1965)、実験室実験とは異なり、
個別の要因を検討するよりも全体のダイナミクスを描き出すことに優れている。厳格に要因統
制を行うことは、その刺激に対する人々の反応を厳密に統制し、受動的なものに限定せざるを得
ない。そして、設定する条件としての社会構造や制度が参加者すべてに対応可能である必要があ
る。一方、ゲーミングは、人々の反応を受動的なものには限定する必要はなく、設定する条件と
しての社会構造や制度をあえて不完全なものにすることで、人々がその刺激に適応し、自身にと
って有利なるように利用していくという選択を新たに生み出すことが可能である。現実の制度
はすべての状況に対応可能なものだけでなく、新たな事例に対しては、人々は新たな制度を求め、
必要に応じて制度が変更され、それに応じて人々の行動も変化するという相互作用が生じる。ゲ
ーミングは社会構造などの複数の要因の相互作用としてもたらされる帰結を観察可能にし、人々
が自ら創造的に問題を解決する過程までを研究対象とすることができる。 
本研究では、複数の下位集団を内包する上位集団が存在する重層的な社会構造を想定し、個人

と下位集団、上位集団の利益がそれぞれ対立している入れ子型の社会的ジレンマを基本的な枠
組みとした。社会的ジレンマとは、a) 個々人は「協力」と「非協力」を選択できる、b) 個人にとっては
「協力」よりも「非協力」を選択した方が利益は大きいが、c) 全員が「非協力」を選択した場合よりも全員



が「協力」を選択した場合の方が利益が大きくなる状況である(Dawes, 1980)。今日の人間社会はいく
つもの小集団を内包する大きな集団を構成するという重層的な社会構造となっており、そこには個々人
間だけではなく、小集団間の対立と協調という問題が生じる。個々人が自分自身や自集団の利益だけ
でなく、より大きな集団における協力を達成することが現代の重要な課題であり、これは入れ子型の社
会的ジレンマ(Wit & Kerr, 2002)となっている。つまり、個人にとっては大集団に協力するよりも小集団、
小集団に協力するよりも非協力が利益が大きく、社会全体にとっては非協力よりも小集団への協力、小
集団への強力よりは大集団への協力が望ましい状態である。具体的には、利害の異なる集団による
海面の利用を題材としたゲーミングを開発し、検討した。海面利用のステークホルダーとして、
漁業者、海洋レジャー業（非漁業者）になり、個人の利得最大化を目指す。6-7 名 1 グループと
し、3 名が漁業者、3 名が非漁業者として生活を営む。漁業者と海洋レジャー業（非漁業者）は
漁業資源管理保護やレジャー設備管理のためのコスト（小集団への協力）、および海洋の管理保
護のためのコスト（大集団への協力）を負担するか否かを意思決定する。協力に関する意思決定
の結果が全員に開示され、それを元に罰を行使するか否かの意思決定を行う。参加者にゲームの
利得構造を提示し、他の参加者とコミュニケーションを取りながら、大集団への協力／小集団へ
の協力／非協力と成員に対する罰を繰り返し意思決定してもらう。協力に関する行動履歴と罰
行動の結果をフィードバックした。 
 
４．研究成果 
参加者は、同じ価値や利害を持つものとの話し合いで結論を得ることを優先し、異なる立場に

あるメンバーとの話し合いを保留し、話し合いが人々の関心を内集団としての下位集団に向か
わせうる可能性が示された。さらに、異なる立場の人々が負担の配分を話し合い、その決定を経
験したのちに公共財供給に関する意思決定を行うゲーミングを開発、実施した。話し合いでは立
場が異なることで、不遇な立場に置かれたプレーヤーが自身の状況を言い出すことが困難とな
り、多くの負担を強いられ、その後の個人の意思決定で非協力行動を選択するような行動も観察
された。 
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